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農村コミュニティの活性化
バイオマス・産業廃棄物の
活⽤ 世界農業遺産

農業インフラの劣化 家畜伝染病
データ・知識創造 ネットワーク化
再⽣可能エネルギー

耕畜連携 資⾦(ESG投資)
肥料・農薬・飼料・
種⼦の⾃給化

農業環境公共財
(農地・⽔・⽣態系・⼤気・
景観・伝統⽂化)の保全希少化

規制強化

環境
イノベーション

⽣物農薬 フードテック
デジタル農業 精密農業
カーボン農法 スマート商流

作⽬転換 産地移動 輪作
農法転換 有機農業
品質・安全管理

価値観の
⼆極化

国際潮流(SDGs・パリ協定)
みどりの⾷料システム戦略

農業⼯程管理 有機JAS
規格・認証 トレーサビリティ
動物福祉 地域慣⾏・商慣習

貿易構造 ⾷料安全保障
輸出 資⾦(直接⽀払制度)
炭素税 J-クレジット
普及・⽀援サービス

環境調達
地域⽀援型農業
コト消費・イミ消費
環境マーケティング

契約栽培 フードバリューチェーン
学校給⾷ ⾷育 フードバンク
農村ツーリズム ECビジネス

農業経営のサステナビリティ・トランスフォーメーション (SX) 

倫理 情報発信
エコラベル 遺伝⼦組換表⽰

⾵⼟ 気候変動 ⾃然災害
グリーン⼈財 企業家精神

Why、東京都市⼤学で
⾷料・農業を学ぶのか︖

都市の存続に、持続可能な⾷料システムは不可⽋です。
⾷料を⾃ら⽣産できない「都市的世界」には、「農業的
世界」が抱える問題を理解し、解決する役割が求められ
ています。⽇本ではネガティヴな印象を持たれがちですが、
世界に⽬を向けると⾷料・農業は成⻑分野といえます。

農学をベースとした環境学/経営学の融合
この研究室では、農学をベースとした環境学/経営学の融合という独⾃
のアプローチによって、⾷関連産業と戦略的に連携する農業経営 (フー
ド・バリューチェーン農業)、農業環境公共財 (農地・⽔・⽣態系など)
のマネジメント、官⺠協働による地域経営について、探究しています。

アグリフード・システム（⽊下）研究室


